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年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。対
象
と
思
わ

れ
る
世
帯
に
は
、申
請
書
類
な
ど
を

４
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
で
、

申
請
書
類
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金

【
対
象
】

　

平
成
27
年
度
三
笠
市
臨
時
福
祉
給

付
金
支
給
対
象
者
の
う
ち
、平
成
28

年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方

※
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
除
か
れ
ま

す
。

【
給
付
額
】

　

１
人
に
つ
き
３
万
円

【
申
請
方
法
】

　
郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
、同
封

の
返
信
用
封
筒
に
次
の
申
請
書
類
を

入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、窓
口
で
申
請
す
る
場
合
は

申
請
書
類
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
申
請
書
類
】

①
申
請
書
…
必
要
事
項
を
記
入
し
、

押
印（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不
可
）し
た
も

の②
本
人
確
認
書
類
の
写
し
…
写
真
付

き
の
本
人
確
認
書
類（
住
基
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
支
給
対
象
者
全
員
分
の
本
人
確
認

書
類
が
必
要
で
す
。

③
振
り
込
み
を
希
望
す
る
預
金
通
帳

の
写
し

※
臨
時
福
祉
給
付
金
と
同
じ
口
座
を

希
望
す
る
場
合
は
、添
付
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
期
間
】

　

５
月
９
日
㈪
〜
８
月
９
日
㈫

※
期
間
内
に
申
請
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、給
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
申
請
は
、開
庁
時
間（
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）と

な
り
ま
す
。ま
た
、郵
送
で
の
申
請

は
、８
月
９
日
の
消
印
有
効
で
す
。

【
給
付
日
】

　

６
月
以
降
に
給
付
し
ま
す
。詳
し

く
は
、後
日
送
付
す
る
交
付
決
定
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

年
金
生
活
者
等

　
　

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付

【
問
合
先
】福
祉
事
務
所
福
祉
総
務
係
☎
②
３
９
９
５

　

中
央
バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
の

方
に
、バ
ス
運
賃
の
一
部
を
助
成
す

る
回
数
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
交
付
内
容
】

　

最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
市
立
病
院

前
ま
で
の
片
道
運
賃
が
２
０
０
円
を

超
え
る
地
域
に
住
む
70
歳
以
上
の
方

に
、２
０
０
円
を
超
え
る
金
額
分
の

回
数
券（
52
枚
）を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
４
月
１
日
現
在
、市
内
に
住
所
が

あ
る
方
②
平
成
29
年
３
月
31
日
時
点

で
70
歳
以
上
の
方
③
最
寄
り
の
バ
ス

停
が
次
の
区
間
に
あ
る
方（
幾
春
別

町
〜
清
住
西
、三
笠
入
口
〜
地
神
宮
）

④
バ
ス
を
利
用
で
き
る
身
体
状
況
の

方【持
参
す
る
物
】

①
印
か
ん
②
健
康
保
険
証
な
ど（
本

人
の
年
齢
や
住
所
が
分
か
る
も
の
）

【
注
意
事
項
】

①
利
用
で
き
る
期
間
は
交
付
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。②

市
外
へ
の
乗
車
に
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。③
障
が
い
者
割
引
の
方
は
、障
が

い
者
割
引
後
１
０
０
円
を
超
え
る
金

額
分
の
回
数
券
を
交
付
し
ま
す
。④

回
数
券
と
の
差
額
分
は
、現
金
ま
た

は
中
央
バ
ス
回
数
券
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。⑤
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１

枚
の
み
で
す
。⑥
使
用
は
交
付
を
受

け
た
本
人
の
み
で
す
。⑦
払
い
戻
し

は
で
き
ま
せ
ん
。

高
齢
者
バ
ス
回
数
券
を
交
付
し
ま
す

高
齢
者
バ
ス
回
数
券
を
交
付
し
ま
す

　

不
正
使
用
が
判
明
し
た
場
合
は
、

使
用
済
み
金
額
を
返
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
問
合
先
】ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
福
祉
係
☎
③
２
０
１
０

時間
日

9:00～12:00 14:00～17:00

4月 5日㈫ 美園市民センター 幾春別市民センター

7日㈭ 唐松市民センター 岡山市民センター

8日㈮ 弥生市民センター

11日㈪～
翌年3月31日㈮

ふれあい健康センター
（土・日曜日、祝日を除く8:30～17:00）

【申請受付日時・場所】
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介護保険料のお知らせ

介護保険料を年金から納めている方へ 市が発送する納付書で
介護保険料を納めている方へ

　
　平成28年度の介護保険料は6月に世帯の所得状況
が確定した後、表1の区分で年間の保険料を決定し
ます。
　介護保険料を年金の引き去りで納めている方は、
表2のとおり4月から8月までは仮徴収し、保険料が
確定した後の10月以降は本徴収で年金から引き去
ります。
　なお、年間保険料は7月中旬に決定
通知書を郵送しお知らせ
します。

　
　7月中旬に納付書を発送しますので、納期（7月～
翌年2月の全8回）ごとに納めてください。
　口座振替をご希望の場合は、預貯金通帳とその通
帳に使用している印かんを持参の上、金融機関また
は郵便局で手続きしてください。
　40歳以上64歳までの方の保険料は、加入してい
る健康保険によって異なりますので、各健康保険へ
直接お問い合わせください。
　昨年9月までに65歳を迎えた方や三笠市に転入し
た方は、4月の年金から引き去りを開始します。表1
の年間保険料を6等分し100円未満を切り捨てた額
が仮徴収されます。対象となる方に、4月上旬に仮徴
収の通知を送付しますのでご確認ください。

平成28年度介護保険料
所得段階 対　象　者 年間保険料

第1段階
生活保護受給者。世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金受給者および課税年
金収入と合計所得金額の合計が80万円以下の方

27,300円

第2段階
世帯の全員が市民税非課税で、課税年金収入と合計所得金額の合計が80万円を
超え120万円以下の方

45,400円

第3段階
世帯の全員が市民税非課税で、課税年金収入と合計所得金額の合計が120万円を
超える方

45,400円

第4段階
世帯のどなたかに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で課税年金収
入と合計所得金額の合計が80万円以下の方

54,500円

第5段階
世帯のどなたかに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税で課税年金収
入と合計所得金額の合計が80万円を超える方

60,600円

第6段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が120万円未満の方 72,700円
第7段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が120万円以上190万円未満の方 78,800円
第8段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が190万円以上290万円未満の方 90,900円
第9段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が290万円以上の方 103,100円

年金からの引き去り方法

平成28年度仮徴収
平成28年  4月

原則、平成28年2月の保険料と同額を仮徴収として年金から引き去
ります。（※）

平成28年  6月
平成28年  8月

平成28年度本徴収
平成28年10月

年間保険料が決定した後に、残りの保険料を年金から引き去りま
す。

平成28年12月
平成29年  2月

※6月と8月の仮徴収額は、年金から引き去りされる保険料の金額を均等にするため、2月の引き去り額と違
う場合がありますのでご了承ください。

【問合先】市民生活課介護保険係☎②3611

月中旬に決定
せ

〔表1〕

〔表2〕


